
２．学部卒業者、大学院博士課程修了者と連携した教育研究活動及び卒業者、修了者を支援

する教育研究活動 

 

  以下に参画大学の事業成果報告をもとに、年度毎に、実施大学別に教育研究プログラム

とその概要をまとめた。事業参画大学間の連携プログラムとして実施したものには【連携】

を付した。各プログラムの成果については、実施大学のホームページ等に詳細が記載され

ている。なお、プログラム名に（＊）を付したものについては別添の資料が提出されてい

るが、紙面の関係上本報告書には掲載していない。これらについては、各実施大学のホー

ムページ等で公開することとしているので、ご参照いただきたい。また、参画大学からの

事業報告の中で、本事業の主な５つのアドバンスト教育研究プログラムとしても報告があ

るものについては、プログラム名と簡単な概要を取り上げた。 

 

    

【2018年（平成30年）度】 

 

  ＜東北大学＞ 

   ・東北大学薬学研究科・薬学部の同窓会である東北大学薬学同窓会に、「東北大学薬

剤師ネットワーク」を設立し、東北大学卒の薬剤師の交流の一つの場とすることに

している。本ネットワークは、卒業生の薬剤師活動、生涯教育等を支援し、さらに

薬剤師を目指す学部生を含めた交流を活発化することを目的としている。 

・東北大学大学院薬学研究科主催の地域薬剤師研修会を開催して、卒業生の生涯教育

を支援するとともに、地域薬剤師の交流の場としている。 

 

  ＜富山大学＞ 

   ・本学薬学部同窓会である薬窓会にて名簿の管理をしている。 

・富山県内の病院・薬局に就職をした学生については、事前学習(科目名；病院薬学)

の折に非常勤講師をお願いするようにしている。また、卒業生に社会人と博士課程

に入学してもらい、在学生にとっても良好な環境を築くようにしている。 

 

  ＜熊本大学＞ 

・次世代創薬研究者育成塾において６年制卒業生の講演会、交流を実施した。 

 


